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生殖細胞は、精子・卵子に分化し、その融合により新しい個体を形成、我々の遺伝情報やエピゲノム

情報を次世代に継承する細胞である。生殖細胞の発生機構の解明は、遺伝情報継承機構・エピゲノム

制御機構の解明や幹細胞の増殖・分化制御技術の開発、不妊や遺伝病発症機序の解明につながる。

我々は、培養ディッシュ上で、マウス ES細胞 /iPS細胞から、精子、卵子、さらには健常な産仔に

貢献する能力を有する始原生殖細胞様細胞を誘導する技術を開発した。また本技術を用いて、始原

生殖細胞の誘導に十分な転写因子の同定、中胚葉因子 Tの始原生殖細胞決定における機能解明、

始原生殖細胞におけるエピゲノムリプログラミングの本態の解明に成功した。本研究成果をヒトに応用

するため、霊長類のモデル動物であるカニクイザルの初期発生機構・生殖細胞形成機構を解析し、

ヒト iPS細胞を起点としてヒト始原生殖細胞様細胞の誘導が可能であるかを検証中である。本講演で

は、生殖細胞発生過程の試験管内再構成研究の可能性を議論したい。

（出典：2014日本免疫学会総会・学術集会記録第 43巻）
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